基本計画(案)の修正（基本構想の表現に合わせた見直し）について
平成23年6月定例会　総務委員会資料  
	項　　　　目
	修　　　正　　　後
	修　　　正　　　前

	Ⅱ　新図書館
１　新図書館のコンセプト
 (４)　進化型図書館
	・　社会の変化や県民・市民のニーズの変化、情報通信技術の進歩等に対応して、柔軟な図書館サービスを創造し、展開する図書館を目指す。
	・　社会の変化等に対応して柔軟な図書館サービスを創造し、展開する図書館を目指す。

	３　新図書館における県立図書館と市民図書館の役割と機能
(１)　県立図書館の役割と機能
ア　役割
	・　読書活動の推進はもとより、調査・研究への支援、情報の活用等を通じて、県民の生活・教育・文化・産業等をより豊かにするための基盤となる。
	・　読書活動の推進や調査・研究への支援を行う。

	イ　機能
(ア)　高知県の情報拠点及び資料の蓄積・保存センターとしての機能
	・　市町村で保存しきれない資料なども保存する資料保存センターの機能を備える。また、蓄積した歴史的資料をデジタル化し、インターネットで公開することなどにより、県内をはじめ、国内、世界に向けた情報発信の基地となるように努める。
	・　市町村で保存しきれない資料なども保存する資料保存センターの機能を備える。また、蓄積した歴史的資料をデジタル化し、情報発信の基地となるように努める。

	(ウ)　図書館ネットワークの構築と市町村立図書館等への支援
	・　公立図書館のない町村に設置を促すとともに、公民館図書室を支援する。また、県内外の各種図書館等との連携・協力を進める。
	・　公立図書館のない町村に設置を促す。また、県内外の各種図書館等との連携・協力を進める。

	ａ　情報ネットワーク
	・　県内の情報ネットワークの拠点としての役割を果たしていくために、県内外の関係機関・団体とのコンピュータ・ネットワークを整備・拡充していく。
・　県内の図書館情報の地域格差を解消するために、市町村立図書館等の電算化を支援する。
	・　関係機関・団体とのコンピュータ・ネットワークを整備・拡充していく。
・　市町村立図書館等の電算化を支援する。

	６　新図書館の資料収集及び保存
(１)　収集方針
ア　県立図書館
	・　県民からのあらゆる資料要求に応えるための県内最後のよりどころとして、また、市町村立図書館等のサービス活動を支える資料センターとして、市民図書館と資料構成の相互補完を図りながら、データベース、専門書なども含め、図書、雑誌、新聞など多様な資料を幅広く系統的に収集する。
	・　市民図書館と資料構成の相互補完を図りながら、データベース、専門書なども含め、図書、雑誌、新聞など多様な資料を幅広く系統的に収集する。
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